
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和3年度 第1回 滋賀県がん診療連携協議会緩和ケア推進部会  

開 催 日 時 令和3年7月27日（火）～8月3日（火）開催は電子メールによる意見交換 

開 催 場 所 － 

出 席 者 【部会員】 

県立総合病院          花木 宏治（部会長） 

彦根市立病院          黒丸 尊治（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院   遠藤 善裕（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院   林  駒紀 

大津赤十字病院         三宅 直樹 

大津赤十字病院         山本 茂子 

滋賀県立総合病院        伴  敏信 

滋賀県立総合病院        辻森 容弘 

滋賀県立総合病院        冨永 千鶴 

滋賀県立総合病院        木村 和真 

公立甲賀病院          岡垣 哲弥 

公立甲賀病院          山本 聡子 

彦根市立病院          秋宗 美紀 

市立長浜病院          田久保 康隆 

市立長浜病院          宮崎 惠子 

東近江総合医療センター     坂野 祐司 

高島市民病院          武田 佳久 

高島市民病院          天野 明美 

市立大津市民病院        津田  真 

市立大津市民病院        杉江 礼子 

済生会滋賀県病院        権   哲 

草津総合病院          堀  泰祐 

近江八幡市立総合医療センター  赤松 尚明 

長浜赤十字病院         中村 一郎 

ヴォーリズ記念病院       奥野 貴史 

ヴォーリズ記念病院       谷川 弘子 

岩本整形外科          岩本 貴志 

滋賀県医師会          堀出 直樹 

滋賀県歯科医師会        奥村 喜与子 

滋賀県看護協会         日永 めぐみ 

滋賀県薬剤師会         柏井 眞弓 

滋賀県歯科衛生士会       溝井 敬子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会  奥井 さよ子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会  岩本 香奈 

滋賀県健康医療福祉部      野坂 明子 

 

 

 

【事務局】 

滋賀県立総合病院        湊山 祐一 

滋賀県立総合病院        田中 幹也            （敬称略） 

欠 席 者 なし 



 

 

 

（連絡） 

【新部会員の紹介】 

  大津赤十字病院        山本 茂子  様 

  公立甲賀病院         山本 聡子  様 

  滋賀県立総合病院       伴  敏信  様 

  滋賀県立総合病院       辻森 容弘  様 

  滋賀県歯科医師会       奥村 喜与子 様 

  滋賀県がん患者団体連絡協議会 岩本 香奈  様 

 

 

 

1． 令和2年度 緩和ケア推進部会の取組みおよびスケジュールについて 

緩和ケア推進部会の取り組み評価について（事務局） 

 

令和 3 年度 緩和ケア推進部会の取組みおよびスケジュールについて【資料１】  

今年度の緩和ケア推進部会につきましてもコロナウイルス感染症の動向を見守りなが

ら、メールによる意見交換もしくは Web 開催で実施するか検討しております。部会は、

２回を予定しております。「緩和ケア研修会」については、昨年度は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、ほとんどが中止となりました。 

今年度については、参加対象者を限定し、９回／年を予定しております。今年度は、既

に大津赤十字病院、公立甲賀病院において緩和ケア研修会を開催できております。また、

「緩和ケアチーム研修会」「ELNEC-J 研修」「世界緩和ケホスピスデー県民公開講座」につ

きましても開催形態はコロナウイルス感染症の動向を見守りながらと開催形態を含め判

断することとなりますが、予定どおり実施する方向で考えております。PDCAサイクルに関

しましては、Plan（計画）を「緩和ケア研修会の受講率」とし、Do（実行）を「滋賀県緩

和ケア研修会の実施」とし、すべての地域で緩和ケア医療が提供できるように進めてまい

りたいと考えております。  

 

2.滋賀県緩和ケア研修会について 

・令和 3 年度 滋賀県緩和ケア研修会研修修了者数については、開催状況を参照。  

・滋賀県緩和ケア研修実施状況を参照。  

 

緩和ケア研修会の開催について、実施等については開催病院に判断を委任しているが現

状の問題として、コロナウィルス感染拡大防止のため、開催中止の判断はやむを得ないと

理解をしています。また、新型コロナウィルスの第5波の様子も呈している状況であるこ

とから、開催指針等については厚労省から通知が出ていますが、各開催病院でご判断いた

だければ結構ですのでよろしくお願いします。  

   

 

【お知らせ】選択科目にモジュールが追加されました  

平素より、緩和ケア研修会 e-learning システムをご利用いただき、誠にありがとうござ

います。この度、選択科目に「S22 がん患者の泌尿器症状」と「S23 がん患者の口腔症状

の緩和」が追加されました。  

対象モジュール：S22 がん患者の泌尿器症状  

対象モジュール：S23 がん患者の口腔症状の緩和  

 （選択科目[S20 その他の身体的苦痛に対する緩和ケア]内）    

e-learning 管理責任者 特定非営利活動法人 日本緩和医療学会 事務局 

 



 

 

・令和3年度の緩和ケア研修会の開催日程について 

 

           開催日        主催病院（会場） 

  第１回    令和3年6月12日（土）  大津赤十字病院 

  第２回    令和3年6月27日（日）  公立甲賀病院 

  第３回    令和3年9月26日（日）  市立大津市民病院 

  第４回    令和3年10月17日（日）  滋賀県立総合病院 

  第５回    令和3年11月7日（日）  彦根市立病院 

  第６階    令和3年11月7日（日）  市立長浜病院 

  第７回    令和3年11月23日（火）  済生会滋賀県病院 

  第８回    令和3年11月27日（土）  滋賀医科大学医学部附属病院 

  第９回    令和4年2月13日（日）  草津総合病院 

 

 

3．ＥＬＮＥＣ－Ｊ研修会について 

2021 年度は、ELNEC-J コアカリキュラム看護師教育プログラムの指導者が所属する施

設で開催いたしま す。また、開催方法：講義 各施設間を ZOOM で繋ぎ視聴し、ケースス

タディー・グループワーク・ロー ルプレイについては、参加施設で実施する予定です。

詳しくは開催の案内を参照してください。  

 

 

4．緩和ケアチーム研修会について 

・滋賀県緩和ケアチーム(PCT)研修会ワーキンググループ(WG)より報告について 

 

令和3年6月17日に第6回 WG をZOOMで開催致しました。 

詳しくは、開催報告を参照してください。 

 

   

5．世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座について 

昨年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止となりました。 

引き続き、滋賀県立総合病院が開催病院で準備を進めさせていただきます。 

日程については、11 月23 日（火・祝）に場所は、「栗東芸術文化会館さきら」で 

行います。 

 

 

 

6.その他、連絡事項 

・滋賀県健康福祉部健康寿命推進課より 

１、滋賀県がん対策推進計画中間評価についての報告 

 

【質問・意見について】 

（意見①） 

【滋賀県がん対策推進計画中間評価について（資料７）】 

資料７ ５枚目スライド １）がんと診断されたときからの緩和ケアの推進＜分野目標＞について・緩

和ケアチームの年間症例数の減少について 

１ 当初はやみくもに緩和ケアチームに依頼があったが、以来の必要性について整理され、適正数にな

った可能性。 

２ 当初は、少しの依頼でもカウントしていたが、現在は適正な症例のみをカウントするようになった。 

３ 緩和ケアのすそ野がひろがり、各科が基本的緩和ケアを行えるようになった結果の可能性。 



 

・緩和ケア外来件数について 

１ 緩和ケア病棟の運営にマンパワーが割かれている現状がある可能性。 

２ 緩和ケアのすそ野がひろがり、各科が基本的緩和ケアを行えるようになった結果の可能性。 

※共通して考えられるのは、依頼される症例が絞られ、専門的緩和ケアの提供や緩和ケアの質はあがっ

ている可能性はある。緩和ケアの質の評価が確立されていないため、評価が難しい部分はある。 

スライド１８枚目以降。非がんについて、特に循環器病の緩和ケアについての意見 

・循環器内科医師、循環器内科病棟の看護師の理解が非常に重要。特に看護師が“緩和ケア”を理解し

ていなければ、患者への説明も説得力を欠くし、患者、家族に“緩和ケア”を，マイナスに伝えてし

まいかねない。HEPT等の研修会や、院内の勉強会、症例カンファレンスが重要。 

・緩和ケアチームと循環器内科医師の関係構築も重要。 

・緩和研修会で、循環器の緩和ケアについてもほんの少しでも院内活動についてふれて周知してもよい

のかもしれない。 

 

（意見②） 

【滋賀県がん対策推進計画中間評価について（資料７）】 

資料７に関してですが、辛いとき、苦しいときに相談できなかった、相談したが不十分だった、という

意見が20%を占めたことをうけて、質の向上の目標にこの数値改善を採用すること、に大いに賛成しま

す。また心不全患者の緩和ケアは今後大切になってくるでしょう。 

ただ、どう踏み出していいのかわからないのが現状かと思います。まずは、滋賀医大や県立総合病院な

ど、県の基幹病院で終末期心不全に対するモルヒネの効果を明らかにする後ろ向き研究、そして前向き

研究をしてくださると小さな病院の緩和ケア医は助かります。同時にCOPD患者も同様のケアが必要かと

思います。 

【質問・意見に対する回答】 

・がん対策推進計画第３期新たな指標については、賛同の意見がったのでこの指標を見直し案

に入れて滋賀県がん対策推進協議会で報告する。 

・緩和ケアチームの介入数・外来緩和ケア診療数については、今後もモニタリングしていく。 

・非がんの緩和ケアについて 

 ご意見も踏まえて、あり方について検討していきたいので協力願いたい。 

連 絡 事 項  

  

以上のとおり報告します。                           令和3年8月16日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   緩和ケア推進部会 部会長 花木 宏治 


